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	背景
	複数の膜輸送段階に関与する。可溶性N-エチルマレイミド感受性因子接着タンパク質受容体（SNARE）は、細胞膜の融合に必須のタンパク質である。対向する膜に局在するSNAREは、集合してトランスSNARE複合体を形成する。これは、膜融合を促進する4つのαヘリックスが平行に伸びた構造である。SNAP29は、オートファゴソームとリソソーム膜の融合を直接制御することでオートファジーに関与するSNAREである。また、膜融合を制御することで繊毛形成にも関与する。
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	SNAP29 (10N2) ウサギモノクローナル抗体を 1:1000 で使用して、HeLa 細胞、マウス脳、ラット脳組織からの抽出物をウェスタンブロット分析しました。

